
病
院
に
勤
務
す
る
事
務
ス
タ
ッ
フ
は
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
新
し
い
民

間
資
格
の
取
得
を
め
ざ
す
人
が
増
え
て

い
る
。
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
東
京
逓

信
病
院（
５
１
４
床
・
木
村
哲
院
長
）で

医
師
事
務
作
業
補
助
者
と
し
て
勤
務
す

る
篠
塚
惠
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り
だ
。
彼

女
は
、
医
療
秘
書
１
級
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
、
簿
記
３
級
な
ど
、
11
種
類
の

民
間
資
格
を
も
っ
て
い
る
。

同
院
で
は
、
病
棟
の
６
〜
８
階
に
医

師
事
務
作
業
補
助
者
を
１
人
ず
つ
配
置

し
て
お
り
、
篠
塚
さ
ん
は
８
階
の
消
化

器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
神
経
内
科
病

棟
を
担
当
す
る
。
電
子
カ
ル
テ
上
に
処

置
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
栄

養
管
理
が
必
要
な
患
者
に
対
し
て
医
師

か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
を
確
認
し
、
記
録
や
実
施
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
医
師
に
確
認
の
う
え
、

入
力
を
行
う
。
ま
た
、
回
診
に
同
行
し
、

医
師
や
看
護
師
の
処
置
を
把
握
し
て
、

Ｄ
Ｉ
Ｖ
や
Ｃ
Ｖ
、
輸
液
ポ
ン
プ
や
シ
リ
ン

ジ
ポ
ン
プ
を
な
ど
の
使
用
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
代
行
入
力
す
る
。

「
医
師
は
忙
し
い
た
め
、
患
者
さ
ん
へ
の

処
置
等
の
指
示
や
記
録
を
そ
の
つ
ど
カ

ル
テ
に
入
力
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
着
任
当
時
は
、
電
子
カ
ル
テ

に
入
力
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
結
構
あ
り
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医
師
事
務
作
業
補
助
者
と
し
て

さ
ら
な
る
資
格
取
得
に
も
挑
戦

東
京
逓
信
病
院
（
東
京
都
千
代
田
区
）

ま
し
た
」
と
篠
塚
さ
ん
。

こ
う
し
た
業
務
に
お
い
て
、
医
療
秘

書
の
資
格
は
役
立
っ
て
い
る
と
言
う
が
、

さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
感

じ
、
２
月
か
ら「
診
療
報
酬
請
求
事
務
」

の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
、
専
門
学
校
へ

通
う
予
定
だ
。

＊

こ
の
よ
う
に
、
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー

と
東
京
逓
信
病
院
で
は
、
民
間
資
格
の

取
得
者
を
活
か
し
、
医
療
の
質
や
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
民
間
資
格
が

続
々
と
増
え
る
な
か
、
そ
れ
ら
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
が
、
サ
ー
ビ
ス
力
ア
ッ

プ
の
近
道
と
言
え
る
。

医師たちとともに電子カルテに入力していく。
左から、大久保政雄医師、松原有木子医師、篠塚惠さん、鈴木一幹医師

事例 2
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